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Ⅰ．研究の背景 
看護における観察は、一点に集中した知覚を通して得られた情報をただ積み重ねるだけではな
く、それらを統合し、推測をたて、新たな情報を獲得していく「観察のプロセス」１により、深
い対象理解が行われる。そして観察の入口では、感覚を通じて対象をキャッチする ２ことが必要
である。すなわち、さまざまな情報に注意を向けなければ、観察は始まらないとも言える。 
訪問看護は療養者と家族が生活する場に訪問し、30 分から 90 分程度の限られた時間の中で、
その日に必要な看護を提供する。療養者と家族が生活する自宅では、療養者がそれまで家族とと
もに暮らしてきた歳月が積み重ねられ、調度品１つひとつにも彼らの考え方や価値観、独自の歴
史が刻まれている ３。そのため、訪問看護師が療養者と家族が生活する場で行う観察には、血圧
や体温などの数値や系統的な観察だけでは捉えることのできない、「その場の空気」と表現され
るような、看護師の感覚を通して観察される内容が重要であることが明らかになった ４,５。 
 そこで、人の感覚のなかでも、最も情報量が多いと言われている「視覚情報に関連する眼球運
動」と「観察中の思考内容」に着目し、熟練の訪問看護師の視覚による観察のプロセスを明確に
したいと考える。 
これまで、経験豊富な病棟看護師の視線の軌跡と観察意図を収録したDVD教材が開発されてい
る。このDVD教材を用いた教育支援は、病院入職後 6か月の新人看護師の観察に関する学びを促
進したことが明らかにされている ６。熟練の訪問看護師の視線の動きを可視化し、観察時の思考
内容を言語化することは、新任の訪問看護師の観察に関する学びを促す教材開発に役立つものと
考える。 
わが国は、2014年には高齢化率 26.0％７を迎え、人口の高齢化が急速に進んでいる。厚生労働
省は、重度の要介護状態となってもできる限り住み慣れた地域で療養することができるよう、在
宅医療を推進している。このような在宅医療推進は、訪問看護なくしてはあり得ない ８と言われ
ており、地域包括ケアにおいて訪問看護が果たす役割は重要である。また、訪問看護アクション
プラン 2025では、訪問看護師数を 2025年までに現在の 3倍数程度（約 15万人）に増やすこと
が目標として挙げられており、訪問看護師の育成は重要な課題である。本研究を基盤とすること
で、自宅で生活する療養者と家族をより深く理解し、療養者と家族の意向に沿った個別性の高い
看護を提供できる訪問看護師の育成に貢献できると考える。 
 
Ⅱ．研究目的 
療養者と家族が生活する場での、熟練訪問看護師に特徴的な視覚による観察のプロセスを明ら
かにすることを目的とする。
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Ⅲ．研究方法 
１．研究対象者 
 ①学生 
 以下の条件を満たす看護学生とする。 
 ・訪問看護学または在宅看護論の受講を終了していること（単位取得の有無は問わない） 
 ・訪問看護実習は未履修であること 
 ・看護師免許を有し、看護師としての経験を持つもの、社会人経験を有する者は含まない 
 
②訪問看護の初心者 
 以下の条件を満たす訪問看護師とする。 
 ・看護師の経験年数は 2年以上あること 
 ・訪問看護師の経験年数は 1年半未満であること 
 
③訪問看護の熟練者 
 以下の条件を満たす訪問看護師とする。 
・訪問看護認定看護師、または、在宅看護専門看護師・地域看護専門看護師であること 
・訪問看護経験年数 10年以上あること 
 
２．データ収集手順 
１）対象者の基本属性に関する聞き取り調査 
・性別 ・年代 ・コンタクトレンズ装着の有無 ・職位 ・保有資格（ケアマネジャーなど） 
・訪問看護師経験年数、および訪問看護以外の看護師経験年数 ・経験してきた病棟など 
 
２）静止画像を用いた眼球運動の計測およびインタビュー調査 
（１）眼球運動の計測 
事例 1：家族と同居する高齢者、事例 2：一人暮らしの高齢者の 2事例を用いた。 
静止画像は 1事例につき、場面①玄関で挨拶する場面、場面②話をする場面、場面③病状観察
場面、場面④退室場面の 4場面および、場面⑤として、場面③病状観察場面を 2回提示した。 
1場面の提示時間は 10秒間とし、眼球運動の計測には Tobii ProX2-60を用いた。 
 
（２）計測結果を示しながら行うインタビュー調査 
はじめに、計測した視線の軌跡（注視点と軌道）を提示し、視線の軌跡に合わせて、何を見た
のかを語りを得た後、さらに、注視点を順番に提示しながら、注視点のまとまりと注視点の移動
に着目し、何を見たのかに関するインタビュー調査を実施した。 
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３．分析方法 
１）眼球運動の計測に関する分析 
 全 10 場面ごと総注視回数、総注視時間、総移動距離、各場面に設定した注視領域での注視有
の対象者における注視回数、注視時間について、Kruskal-Wallis の検定を行った。検定の結果、
有意差が認められた場合、その項目について Bonferroni法による多重比較を行った。 
さらに、初回提示場面（場面③）および、再提示場面（場面⑤）での比較を行うために、各群
において場面③と場面⑤の総注視回数、総注視時間、総移動距離および、注視領域ごとの注視回
数、注視時間について、Wilcoxonの符号付き順位検定を行った。統計処理には、SPSS Statistics 
Ver.24を用い、有意水準 5％とした。 
 
２）インタビュー内容に関する分析方法 
観察中の思考内容に関するインタビューデータについて、「視線を向けた理由」「抽出した情報」
「考えた看護ケア内容とその理由」を抽出し、質的帰納的に分析した。 
 
４．倫理的配慮 
本研究は、千葉大学大学院看護学研究科倫理審査委員会の承認を得て実施した（静止画作成に
関して；承認番号 27‐115、プレテストおよび本調査に関して；承認番号 28‐30）。また、対象
者に対して、研究目的、方法、研究協力の任意性の保障、安全性の保障、プライバシー・個人情
報の保護などを文書および口頭で説明し、署名にて同意を得た。 
 
Ⅳ．結果 
１．対象者の概要 
 対象者は、40から 50歳代の訪問看護認定看護師または、地域看護専門看護師であり訪問看護
経験年数 10年以上の「熟練者」群 13名、病棟での看護師経験年数 2年以上であり訪問看護経験
年数 1年半未満の「初心者」群 11名、20歳代の訪問看護実習未履修の「学生」群 10名の合計
34名、全員女性であった。 
 
２．眼球運動による情報探索 
１）場面ごとの総注視回数、総注視時間、注視点間の総移動距離の比較 
 全 10場面のうち、療養者の表情と立ち姿が中央に示されている場面のみ、3群間で有意差があ
り（p<0.05）、各群の特徴が認められた。 
 
 
 
4 
 
２）場面ごとに設定した注視領域別の注視回数、注視時間の比較 
全 10場面のうち、5場面、7つの注視領域において、3群間で有意差（p<0.05）があり、各群
の特徴が認められた。 
 
３．観察中の思考内容 
 眼球運動による情報探索の結果に基き、注視領域における思考内容を分析した結果、各群の特
徴が認められた。 
 熟練者では、《最初に、療養者の表情から顔色、むくみ、目の動き、化粧の状況を観察する》
など、初心者、学生よりも、より詳細に訪問時の療養者の身体状況を把握する内容であった。 
 また、生活環境に関連する注視領域では、学生は、静止画像全体を見ている中で、テレビの存
在に気付く内容が多かったが、熟練者と初心者は、テレビの領域を見る理由が語られた。 
 
４．初回提示場面（場面③）と再提示場面（場面⑤）の比較 
 同じ場面の観察における、眼球運動による情報探索の特徴を明らかにするため、総注視回数、
総注視時間、総移動距離、各場面に設定した注視領域ごとに郡内で比較した。 
 事例 2の再提示場面（場面⑤）において、3群ともに総移動距離は有意に短くなった（p<0.05）
が、各群において、注視回数、注視時間を増減させた注視領域は異なっていた。 
  
５．注視領域の順番の検討 
 3 群の特徴が表れる場面を絞り、注視順番の検討を行った結果、“療養者を中心にすすむ観察”
に該当する熟練者が、初心者、学生よりも多かった。 
 
６．注視領域の順番と思考内容の照合 
各群の代表者 1名を選定し、注視領域と思考内容を照合した。退室場面での三つ指をついた療
養者を注視するの注視領域の思考内容について、初心者、学生からは「丁寧な方」だと語られた
が、熟練者からは、「丁寧に挨拶をしている」の後に、「療養者の出来る動きを推測する」ことも
挙げられた。 
 
Ⅴ．考察 
 本研究の結果は、各群の知識や経験に基いた、眼球運動による情報探索の特徴および思考内容
が表れていると考えられた。また、各群の視覚による観察のプロセスの特徴と本研究で用いた静
止画像の特徴をもとに、観察者側と視覚教材側の両者から、観察者が向ける注意を考え、訪問看
護における視覚教材を作成することは、訪問看護初心者、学生が療養者と家族が生活する場での
観察を学ぶために役立つものと考えられた。 
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Ⅵ．本研究の限界と課題 
注視時間は、加齢に伴う生理的変化を考慮する必要がある。また、各群の特徴は、本研究で用
いた事例、静止画像に基くものであり、事例設定により優先的に抽出される情報が異なる可能性
がある。 
そして、注視領域と思考内容の照合およびプロセスの記述は、各群の代表者 1名について、対
象者の語りの流れに沿って研究者が行ったものであり、検出された注視領域の順番と、注視領域
を注視しているその瞬間の思考内容が一致しているとは言い難い。 
しかしこれまで、自宅で看護を行う場面の観察における訪問看護師を対象とした眼球運動の計
測、それに基く思考内容を提示した研究はなく、眼球運動による情報探索と合わせて、思考内容
を明らかにしたことは意義があると考える。 
実際の訪問看護場面では、訪問看護師は疾患、訪問回数により異なる、自宅にあるさまざまな
空気を感じている。自宅に訪問した瞬間、訪問看護師は何を見ているのか、あるいは見ていない
のか、眼球運動計測による視覚的データも取り入れながら、訪問看護師自身の言葉だけでは説明
できない感覚を明らかにすることが今後の課題である。 
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